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平成３０年度 第３回用瀬地域振興会議 議事概要 

 

【開催日時】 

平成３０年７月２７日（金）午前１０時～１１時４０分 

 

【開催場所】 

用瀬町総合支所 ３階会議室 

 

【参加者】 

   出席委員 西川功美、平井育子、山本慎介、谷本由美子、西村正雄、西村隆義、 

   広田弥一郎、岸本美鈴、福山裕正、中村史生 以上１０名（敬称略） 

    

関 係 課 なし 

 

 事 務 局 沖田用瀬町総合支所長、西尾副支所長、岡本産業建設課長、 

谷口市民福祉課長、堀場地域振興課課長補佐 

 

 傍 聴 者 なし 

 

【次第】 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題・報告事項等 

 

（１）新市域振興ビジョンの改訂について 

 

（事務局） 

  資料により新市域振興ビジョンの改訂について説明。 

 

（会長） 

「歴史・文化の継承」の項目に江波三番叟があるが、演じる子どもだけでなく、

大人の役割、保存会等の後継者も不足している現状がある。どのような取り組み

を行うのか。 

 

（事務局） 

 具体的な取り組みは推進計画に基づき実施していくものとなります。 

江波三番叟の後継者関係では、すでに小学校にも働きかけをしているところで

すが、小学校では踊りなどに取り組むことは難しいとのことでした。 

今後、機会をとらえて保護者や児童生徒に行事の紹介等をしていくと聞いてい

ます。 
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（委員１） 

江波集落のみでの継続は難しいと思われ、社地区としても取り組むことを申し

入れしたが継承者の条件等で実現しなかった経緯がある。 

今後、高齢化等が進めば、なお困難になると思う。 

 

（委員２） 

用瀬地域全体の問題でもあるが、まずは地域での取り組みが盛り上がらなけれ

ばならないと考える。 

 

（委員１） 

本年度改めて地区から声かけをしてみてはどうか。 

 

（会長） 

景石城跡についてはどのような状況か。 

 

（事務局） 

イノシシが登山道の石垣を崩すといった被害もありますが大規模な修繕はで

きないため、上方往来散歩径などの団体と協働して、手入れを行っていきたいと

考えています。 

 

 

（２）地域の組織のあり方検討（協働のまちづくりガイドライン、地区公民館の 

活用の基本方針）の進め方 

 

（事務局） 

  資料により地域の組織のあり方検討について説明。 

 

（委員２） 

八頭町では公民館を減らすような方向があると聞いている。鳥取市において

も同様な流れになるのではと心配している。 

 

（事務局） 

各地区公民館のコミュニティ施設化の話は聞いています。 

 

（委員３） 

   市では地区公民館を市の管理から地域の管理にするということだ。 

 

（委員１） 

地域での管理はこれまでも話があった。立地場所によっては地域運営できな

いところもあると考えている。 

 

（委員４） 

地域管理となった場合は、部屋を借りる費用等が生じるようになるのか。 
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（事務局） 

時間あたりの料金等になると思われます。 

 

（会長） 

それらの費用等で公民館の事業等を運営することになる。 

 

（委員６） 

各地区の特色もあり、公民館ごとに活動等することも大切だが、用瀬地域の

中で協力ができておらず、まとまっていないと感じられる。 

 

（委員４） 

行事が重複するなどあるので、連携が必要と思う。 

 

（委員５） 

用瀬地域全体で行っている事業もあり、各公民館の取りまとめとして基幹公

民館が必要ではないか。 

 

（委員３） 

現在の地区公民館の事業運営は、同じ人があれにもこれにも関わっている状

況である。今後自主運営となった場合はさらに負担が重くなるので、地区での取

り組みはできなくなると考える。 

 

（委員１） 

地域の人材育成ができていない。 

 

 

（３）平成３０年７月豪雨について 

 

（事務局） 

  資料により平成３０年７月豪雨について経緯、被害状況等説明。 

 

（委員２） 

林道の被害と同様に、作業道も多くの被害を受けている。どのような対応に

なるか。 

 

（事務局） 

被災の場所や状況がわかる写真等をお持ちになって、支所に相談をしていた

だくようお願いします。 

 

（委員２） 

国県管理の施設の被害はどうか。 
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（事務局） 

新用瀬橋や川中地内国道５３号、県道加茂用瀬線の土砂流出など国県道１７

件、千代川・赤波川の土砂流入など国県管理の河川２６件を把握しています。 

 

（委員４） 

大雨のたび智頭方面との往来ができなくなり、通勤等に支障がある。 

 

（委員７） 

鳥取道、国道とも通行止めになることは避けられないか。 

 

（事務局） 

通行止めの基準となる降雨量が設定されているため、困難と思われます。 

今後は、基準が見直されて現在の基準より多い雨量となっても、通行できる

ようになると思われますが、時期は未定です。 

 

（会長） 

用瀬小学校は避難所となるがグラウンドは照明がなく暗い。照明を設置する

話が以前あったが、その後どうなったか。 

 

（事務局） 

設置については教育委員会から話があり、地域としても要望する旨を伝えて

いますが、今のところ時期等未定です。 

 

（委員５） 

地区公民館に避難したとき、明るい部屋と暗い部屋を設けるなどの配慮があ

り良かった。 

 

（委員３） 

避難所となる地区公民館の備蓄品は何か。 

 

（事務局） 

地区公民館には、毛布と水を備蓄しています。 

 

 

（会長） 

避難所運営の方法についての研修も提案したい。 

 

（事務局） 

地域の皆さんがボランティアとして、避難所運営に協力いただいた公民館も

ありました。心よりお礼を申し上げます。 

 

 

（４）その他 
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（会長） 

用瀬町自治会長会地域内情報伝達設備整備検討委員会の検討内容について 

○既設の有線放送機器を利用した情報伝達の検証結果、等報告 

 

４ 各課事務連絡等 

 

（事務局） 

もちがせ保育園建設工事の進捗について 

支所管内行事予定 

  イベント案内、チラシ配布 

 

５ 次回日程について 

 

（事務局） 

次回は、８月２２日（水）午後２時から西郷地区公民館（河原町）にて「第４回

地域振興会議南ブロック合同会議」開催予定。 

 

６ 閉  会 


